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川嶋昭二:外国産コンブ目植物の漂着記録 (3)エナガオニコンブに

ついて

Shoji KAWASHIMA: D川ti暗 recordsof alien sp巴ciesof th巴 Laminariales(3). 

Laminaria diabolicαh在IYABEf. longites MIYABE et TOKIDA 

(3) La情的ariadiabolica MIYAsE r. longipes 

MIYABE et TOKIOA エナガオニコンブ

オニコンブは北海道東部の厚岸附近から根室半島周

辺を経て知床半島東洋一階lζ生育し，また南千島のク

ナシリ ，エ 卜ロフ向島や，サハリン市制の車!定湾や四

能登呂 Ib~1周辺および沿海州lζ も分布する(宮部1936)。

宮部 (1902)が初めて務多布産のオニコン 7"ζ主主つ

いて記載したとJJJわれる性質は，茎が短く ，葉は基;I，il

が円く ，非常』己申1m広く ，かつJ=1:rfif部のJ!}さにくらべて

縁辺部が薄く，者しく波縮する特徴をも っている。一

方，永井 (1936)は潮流の静穏な所では茎が短く ，W
は~jkgilが円く ， かっ胴広くなるが，潮流の烈しい所で

は茎が長く ， 来は誌記ifl くさびfl~で隔もせまくなるとい

う一連の傾向があるととを示している。事当者の経験で

も本種の形態的特徴はき|二育士山によ って大きく変化し，

Ii~で も茎の長さと裂の基J!，ilのJI~のliいがn円 される。

ところで， サハリン南端iの凶能登用Illrpやクナシリ );:¥

の根室海峡に面する地方lζは茎長が 30~70 cm 1ζ 達

するものがあ って ， ζ のようなm体は紫長 7~1 3m ，

~幅 20~40 cm と非常lζ大きくなるが，その器部は

せまいくさび状で，，悼む部の厚さは 2~3 . 5 mm しか

なく乾燥する と破れやすい (NAGAI1940， TOKIDA 

1954 )。宮部 (1936)は乙のような特徴をもっオニコン

ブJ をr./ol1gi戸ess在IYAsEet TOKIDAエナガ.オニコンフー

とし，北海道沿j告に多い基本型と区別した。乙のJZI程]

にあたるコンフ訓は北海道では利尻島のコンブ主主舶用ロ

ーフ。 l乙着生したものが発見されただけで ( !l 1木 ・ 民}~i

1983)，天然のれiI!.(¥などに生育しているという記鉛は

ない。

さて，第 l図lζ示したコン 71ま197111=-10月(発見H

不明)K~~I床半島原悼の雑臼H日沖合約 5 . 5波の海上を

漂流 しているのを漁船により発見されたものであるo

m休は少し1政'れているが，全長 6111，大きな円錐状の

附着擦を持ち ， ~は長さ 28 cm，送部ほぼ円柱状で径

2cm ほどあるが，上部は扇圧している。裂は長さ5.7 

m，最大幅 38cm，披主|状を呈し，i!，~l';il くさび状 ， "11 

11r~刊は幅の約 5 分の 3 を占め ， その下部でj早さ 3 01m

ほど ， 縁辺部は大きく波給して 1~ 1. 5mm とかなり

刈い。茎と業!c円)f~の粘液腔道がある。子設斑は形成

されていない。

乙乙lζは漂流物の性質を簡単に述べたが，多くの点

で宮部 (1936)のエナガオニコンブの記載lζ良く適合

し，また永:)1:(永ヲド1936，NAGAI 1940)がクナシリ島

南部のハッチヤスl叩附近，ポンコタンから報じたもの

に酷似する。1裂流物の発見地点が乙のIb1[lのごく近 くで

ある乙とからみて，対岸の生育地から流れてきたと考

えてまちがいないだろ う。

次lζ ， 第 2 1ヌ1Iζ掲げた コンフは 1 984年 8 )~ 27日， 北

海道オホーツ ク泌i'riJヤ北部の校卒 (えさ し)I日j沖合約

8 i日 水 深 110 m J出JJJで， ケカ、ニかζ漁のローア1ζ
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Fig. 1. Lall/illaria diabo/ica f. /ollgψι， c1rifrecl 
on the sea of 5.5 naulical miles 0庁 Rausu(緩EJ)，
Shi，・etokoPcninsula， Hokl古川10. OClobeγ， 1971. 

(6 m in le暗 Ih)
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Fig.2. Lamu阻 riadiaboLica仁longψesprox. The 

clr、irtagewas entanglecl on rope 01' crab fishing cages 

set on the sea bottom at a clepth 01' 110 m at about 

8 naut ical miles off Esashi (校さト)， thc Okhotsk Sea 

coast 01' Hokkaiclo. 

A明 ust27， 1984. (6.3 m in length) 

からまり引き仁げられた。発見H寺のnミ休は新鮮だった

が附者総の大部分は失われ，また裂の上半分の縁辺部

が破れたり楽而lζ少しすり傷が認められた以外は大き

な損傷はなかった。

葉休は全長 6.3m，そのうち茎が 90cmを占めるo

t:ll!は 7-8 厄l分岐し ， 3-5 mm 太い。~は器部ほぽ円

柱状，径 2.3cm あり，上部l乙次第に周平になり ，質

は堅くて特に下部はほとんど木質化している。楽は長

さ 5.4m，器部やや円l床あるくさび状で上部にゆるや

かに幅広くなり ，最大師 21cmあり11J状を呈する。111

~I}部は梨l聞の 2 分の l ほどで非常に不IY~ I此 J~f. さ 2 . 5 

-3mm，縁辺部は大きくうねり ，}i}さは 1.5-2 ml11 

で 1-111-1}部とあまり変らない。 粘液JP;~道は茎，裂とも千了

する。

との襟者コン7'fζはjrU述のエナガオニコンブとかな

り巡う特徴が認められる。すなわち，茎が非常に長く

さE長の 7分の lを占め，太く ，ほとんど木質化して堅

い。 特lζ裂の~i~音r~がやや1~Y;i広いくさび状で全体lζ1-， ~:状

を51し， rl=llllf1lSや縁辺の綴子もオニコ ンブ本来の特徴

とiSうJIが凡られる。

とのコンブのI決着地，校卒IIUはサハリンJt41&町iiのVli

能登呂/11111からわずか 110kmほどの近脱出Ifにあり，ま

た郊休の新f(lf さから考えても岡山iIリ萄辺か!lEl定約束f，i~沿

j十1から比較的短H寺1mで流れ着いた可能性が強い。しか

し，手存者の9~1る限りでは ζれらの地方を含めてサハリ

ン全向やその周辺の北方海域から ζのようなコンフは

まだ報告されていない。また，サハリン南部や千鳥列

島@:e~i木を多数所蔵する北海道大学農学百~\:e~i木室にも

乙の漂流物lζ相当する傑本は見あたらない。

乙ζlζ紹介した二つの漂着コンブのうち， jyu者は県

JI;~的なエナガオニコンブと判断できるが，後者は上に

述べたように多少の疑問が残っている。しかし，他の

部類にする恨拠が明石ir:になるまでは茎の特徴から仮に

エナガオニコンフとし，その 3年目またはそれ以上の

円い誕体として取り扱い，将来さらに正椛を期した

い。また ，liil判。11嶋1986)fζ述べた茅:p:オニワカメ

幼休が者とEしていた“Laminariasp. "とはζのコンブ

であるととを附記する。

謀者コンブを払!供下さった坂本富J誠氏とIJl.jツ慮義則

氏lζ ， また杉~!木制査に多大の使:宜をいただし、た北海道

大，、:?J.込'アt.ß阿方v~IJ l.j郎教授に心か らおネLFlél し上げる 。
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